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南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
と

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
沖
し
た
イ
ー
べ

ス
・
ケ
ン
ゾ
・
ミ
ネ
イ
さ
ん
が
市
長
を

表
敬
し
ま
し
た
。
新
里
区
出
身
の
嶺
井

松
青
さ
ん
・
ハ
ツ
子
さ
ん
を
祖
父
母
に

も
つ
日
系
２
世
で
す
。
来
年
２
月
９
日

ま
で
新
里
区
の
伊
波
み
ど
り
さ
ん
宅
に

滞
在
し
ま
す
。
ケ
ン
ゾ
さ
ん
は
﹁
沖
縄

の
歴
史
、
文
化
、
生
活
習
慣
を
学
び
た
い
﹂

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。古
謝
市
長
は﹁
与

え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す
る
の

は
自
分
自
身
。
短
い
期
間
で
す
が
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
激
励
。

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

11/15

　
南
城
市
で
は
本
年
度
よ
り
１１
月
の
第

３
水
曜
日
を
﹁
環
境
教
育
の
日
﹂
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
市
内
の
小
中
学

校
で
環
境
保
護
に
関
す
る
様
々
な
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
教
育
の
指
定
校
と
な
っ
て
い
る

百
名
小
学
校
で
は
、
ミ
ン
ト
ゥ
ン
の
会
・

石
嶺
真
吉
先
生
か
ら
、
校
区
内
の
豊
富

な
文
化
遺
産
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

史
跡
と
と
も
に
守
ら
れ
て
き
た
自
然
環

境
に
つ
い
て
学
習
。
そ
の
後
、
徒
歩
で

百
名
ビ
ー
チ
へ
移
動
し
、
東
御
廻
り
の

11
月
第
３
水
曜
日
は

環
境
教
育
の
日
！

11/17

　
１１
月
２
日
に
行
わ
れ
た
県
農
業
改
良

普
及
事
業
６０
周
年
記
念
式
典
で
、
普
及

事
業
功
労
者
︵
農
業
者
︶
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
新
垣
光
勇
さ
ん
︵
字
稲
嶺
︶
と
、

１０
月
１３
日
に
行
な
わ
れ
た
指
導
農
業
士

等
認
定
式
で
、
指
導
農
業
士
と
し
て
認

定
さ
れ
た
新
田
眞
佐
樹
さ
ん
︵
字
新
開
︶、

青
年
農
業
士
と
し
て
認
定
さ
れ
た
安
次

富
斉
さ
ん
︵
字
當
山
︶
が
市
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
新
垣
さ
ん
の
主
な
作
目
は
ト
マ
ト
、

新
田
さ
ん
は
ピ
ー
マ
ン
、
安
次
富
さ
ん

は
イ
ン
ゲ
ン
と
ゴ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。 明

日
の
農
業
を
導
く

リ
ー
ダ
ー
た
ち

11/8

　
沖
縄
県
に
お
け
る
家
畜
改
良
と
飼
養

管
理
技
術
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
第

３６
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
が
南
部
家
畜

セ
リ
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
南
部
地
区
代
表
と
し
て
南
城

市
か
ら
肉
用
牛
３
頭
、
種
豚
２
頭
、
乳

用
牛
１１
頭
が
出
品
さ
れ
、
肉
用
牛
が
１

頭
、
乳
用
牛
が
５
頭
入
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
乳
用
牛
成
雌
２
類
で
南
城
市

知
念
の
乳
牛
農
家
具
志
堅
忍
さ
ん
が
農

林
水
産
大
臣
賞
を
二
年
連
続
で
受
賞
、

若
雌
２
類
で
屋
宜
宣
三
さ
ん
が
沖
縄
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乳

用
牛
の
部
に
お
い
て
も
南
城
市
が
二
年

連
続
団
体
優
勝
と
い
う
快
挙
を
達
成
し

ま
し
た
。

南
城
市
快
進
撃
！

県
畜
産
共
進
会

11/4

11/5

　
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
文
化
講
演
会
﹃﹁
羽
地
仕
置
﹂
に

見
る
島
尻 -

聖
地
久
高
島
を
め
ぐ
っ
て

-

﹄
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
０
９

名
が
来
場
。
琉
球
大
学
教
授
の
高
良
倉

吉
先
生
が
南
城
市
の
歴
史
文
化
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
今
年
８
月
に

募
集
し
た
琉
歌
作
品
の
表
彰
式
も
同
時

に
行
わ
れ
、
大
賞
１
名
・
優
秀
賞
５
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、

字
新
開
出
身
の
新
里
朝
善
さ
ん
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

文
化
講
演
会

＆
琉
歌
表
彰
式

10/30

▲ 前列左から安次富斉さん、古謝市長、新垣光勇さん、新田眞佐樹さん

▲ 講演する高良先生

▲市長と握手を交わすケンゾさん（右）

10/22
南城市商工会様より寄付金贈呈

　南城市商工会・潮平隆会長（写真
右から２人目）より、地域振興支援
資金造成ゴルフ大会での寄付金の贈
呈がありました。南城市の地域振興
のために活用させていただきます。

11/16
ボクシング試合チケットを寄贈

　12 月 19 日に南城市知念体育館で
行われるプロボクシングの試合チ
ケットを、琉球ボクシングジム仲井
眞重次会長（写真右）より市内の社
会福祉団体へ寄贈頂きました。
　将来有望の県出身者 3 名が出場す
る本試合は南城市社会福祉チャリ
ティー試合となっています。

11/16
大里南小学校吹奏楽部、快挙！

　大里南小学校が第 55 回九州吹奏
楽コンクールで金賞、そして東京・
文京シビックホールで行われた第 16
回日本管楽合奏コンテストでは県内
初の最優秀賞を受賞しました！
　市長を表敬した児童生徒は自信に
満ち溢れた表情。「これからも応援お
願いします！」とあいさつしました。

聖
地
・
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
周
辺
の
浜
を
清

掃
し
ま
し
た
。
６
年
生
の
仲
西
莉
音
君

は
﹁
普
段
は
気
づ
か
な
か
っ
た
け
ど
、

意
識
す
る
と
ゴ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
﹂
と
新

し
い
気
づ
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

～
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無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
お

悩
み
︵
例
え
ば
、
遺
産
相
続
問
題
な
ど
︶
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︿
12
月
の
相
談
日
﹀

　
日
時
　
12
月
９
日
︵
木
︶
14
時
～
17
時

　
場
所
　
大
里
庁
舎 

１
階 

相
談
室

︿
１
月
の
相
談
日
﹀

　
日
時
　
１
月
13
日
︵
木
︶
14
時
～
17
時

　
場
所
　
南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階 

洋
会
議
室

相
談
員
　
弁
護
士
　
永
吉
盛
元

相
談
対
象
者
　
南
城
市
内
に
在
住
の
方
　

※
事
前
電
話
予
約
可
能
︵
相
談
日
の
１
ヶ
月
前
か

ら
受
付
し
ま
す
。︶︵
月
～
金
　
９
時
～
12
時
　
13

時
～
17
時
　
祝
祭
日
除
く
。︶

※
相
談
人
員
は
毎
月
、
事
前
予
約
と
当
日
受
付
を

含
め
て
10
人
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
と
な
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
該
当
年
齢
︵
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
生
︵
玉
城
幼
稚
園
に
お
い
て
は
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
で
、
久
高
幼
稚
園
に
お

い
て
は
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
で
︶︶
に
は
、

11
月
下
旬
に
市
教
育
委
員
会
よ
り
募
集
案
内
を

通
知
し
ま
す
。

︿
申
込
場
所
・
受
付
日
﹀

・
各
市
立
幼
稚
園

　
12
月
16
日
︵
木
︶・
 17
日
︵
金
︶

・
教
育
指
導
課
︵
大
里
庁
舎
３
階
︶

　
12
月
16
日
︵
木
︶
～
22
日
︵
水
︶

　
右
記
の
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
＊
土
日
除
く

︿
団
地
所
在
地
﹀
市
営
ワ
ン
ヂ
ン
原
団
地

　
知
念
久
手
堅
7
5
4
-2
～
8
1
9
-3

︿
申
込
期
間
﹀
12
月
１
日
︵
水
︶
～
12
月
15
日
︵
水
︶

︿
申
込
方
法
﹀

　
南
城
市
役
所
都
市
建
設
課
︵
玉
城
庁
舎
２
階
︶

及
び
南
城
市
役
所
各
庁
舎
市
民
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
入
居
及
び
空
家
待
ち
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
都
市
建
設
課
へ
直
接
申
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
の
仮
審
査
の
後
、
合
格
者
に
抽
選

会
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

︿
空
家
待
ち
資
格
登
録
期
間
︵
有
効
期
限
︶﹀

　
空
家
待
ち
資
格
決
定
後

　
　
～
平
成
23
年
３
月
31
日

　
久
高
島
由
来
記
﹁
新 

黄
金
の
瓜
ざ
ね
﹂
の
成

果
発
表
公
演
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　﹁
新 

黄
金
の
瓜
ざ
ね
﹂
は
、
”五
穀
発
祥
の
地
“久

高
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
話
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
度
久
高
区
民
の
念
願
で
あ
っ
た
本
格
的
な
公

演
が
つ
い
に
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
公
演
は
、
約
１
年
前
か
ら
久
高
区
民
が
学
業
・

仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
作
り
上
げ
た
こ
ん
身
の
一

作
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
内
外
の
皆
様
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
久
高
島
公
演

︿
日
時
﹀
12
月
12
日
︵
日
︶
14
時
開
演

︿
場
所
﹀
久
高
島
宿
泊
交
流
館
　
ホ
ー
ル

︿
入
場
料
﹀
無
料

☆
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
公
演

︿
日
時
﹀
１
月
16
日
︵
日
︶
14
時
開
演

︿
場
所
﹀
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

︿
入
場
料
﹀
無
料

無
料
法
律
相
談

総
務
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
１

平
成
23
年
度

南
城
市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

教
育
指
導
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
７–

６
０
１
７

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
等
の
援
助
を
行
う
制
度
で
、
申
請

を
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
は
援
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

︿
援
助
の
対
象
者
﹀

・
要
保
護

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
。

・
準
要
保
護

　
生
活
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
生
活
困
窮
と
市
教
育
委
員
会
が
認
定
し

た
世
帯
。

※ 

申
請
手
続
き
等
の
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
１
月
中
旬
に
学
校
よ
り
全
児
童
・
生
徒
へ

﹃
お
知
ら
せ
﹄
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

平
成
23
年
度 

就
学
援
助
費
制
度

教
育
指
導
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
７–

６
０
１
７

﹁
南
城
市
の
産
業
・
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
﹂

︿
日
時
﹀
１
月
13
日
︵
木
︶ 

19
:

30
～

︿
場
所
﹀
玉
城
中
央
公
民
館

︿
講
師
﹀
山
内 

徹

　
　
　︵
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
長
︶

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
多
数
の
場

合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
ん
じ
ょ
う
♥
市
民
大
学

公
開
講
座
︵
受
講
無
料
︶

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
０

　
放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第
１
学
期
︵
４

月
入
学
︶
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し

て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

︿
出
願
期
間
﹀
２
月
28
日
︵
月
︶
ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

８
９
５–

５
９
５
２

　
授
業
料
、
入
学
金
無
料
。

︿
応
募
資
格
及
び
募
集
期
間
﹀

・
中
・
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
︵
卒
業
生
含
む
︶

　
募
集
期
間
：
１
月
17
日
︵
月
︶～
28
日
︵
金
︶

・
離
転
職
者
等

　
募
集
期
間
：
２
月
１
日
︵
火
︶～
15
日
︵
火
︶

　
施
設
見
学
を
随
時
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
希
望

者
は
事
前
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
詳
し
く
は
県
立

浦
添
職
業
能
力
開
発
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
23
年
度
職
業
訓
練
生

４
月
入
校
生
募
集

県
立
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

８
７
９–

２
５
６
０

市
営
ワ
ン
ヂ
ン
原
団
地
入
居
者

及
び
空
家
待
ち
募
集

都
市
建
設
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

２
１
４
１

久
高
島
由
来
記
﹁
新 

黄
金
の
瓜
ざ
ね
﹂

上
演
の
お
し
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
０

　
地
域
の
公
共
地
等
に
植
栽
を
行
っ
て
い
る
団

体
や
個
人
を
対
象
と
し
て
、
地
域
公
共
景
観
賞

を
公
募
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
植
栽
等
の
実
績
に
対
し
て
、
審
査
の

上
、
50
団
体
に
、
次
年
度
の
種
苗
等
購
入
の
た
め

の
費
用
と
し
て
５
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

︿
対
象
地
域
﹀

①
主
要
観
光
コ
ー
ス︵
国
道
沿
い
等
︶を
優
先
す
る
。

②
環
境
省
の
外
来
生
物
法
に
よ
る
指
定
植
物
は
除

く
も
の
と
す
る
。

︿
応
募
書
類
﹀

①
応
募
用
紙

②
植
栽
の
場
所
の
地
図

③
現
状
写
真
６
～
８
枚
︵
全
体
が
見
え
る
写
真
・

遠
近
・
作
業
の
様
子
︶

︿
提
出
期
限
﹀
平
成
23
年
２
月
18
日
︵
金
︶

︿
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

︵
社
︶
沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

　
〒
９
０
０
-０
０
２
９

　
那
覇
市
旭
町
１
１
６
番
地
37

　
　︵
自
治
会
館
６
階
︶

　
電
話
：
８
６
２
-９
３
９
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ：
８
６
２
-９
３
９
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.taibei.jp

　
　
応
募
用
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

花
一
杯

地
域
公
共
景
観
賞
募
集

︵
社
︶
沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

８
６
２–

９
３
９
６

「固定資産税第３期分」の
納期について

青年会サンタクロース事業

納期限：平成２２年１２月２７日（月）

　１２月は固定資産税第３期分の納期月
となっております。
　納め忘れのないよう早めの納付をお願
いします。
※期限内での納税が困難な方には納税相
談を行っております。

税務課(大里庁舎）TEL 948-7124

南城市の青年たちがサンタたち
の扮装をして子供たちにプレゼ
ントをお届けします!!

主催：南城市青年連合会
　　（会長：安次富　学）
開催日時：
　　平成22年12月23日
　（木）午後7時～
応募方法：希望者は下記の電話
番号まで連絡下さい。
応募受付日：
　　平成22年12月15日（水）～
　　 平成22年12月20日（月）
依頼料：
　　500円/1件（複数名でも1件）
受付数：先着15件
プレゼント受取：
　　当日の家に入る直前に屋外
　　で受け取ります
受付電話番号：
　　090-5470-0123
　（南城市青年連合会）

2011
年版沖縄県民手帳発売中

販売場所
玉城庁舎１階まちづくり推進課

○県民手帳大型版(９㎝×１４㎝)
　￥７００円
○県民手帳小型版(７㎝×１１㎝)
　￥４００円

お問い合わせ　まちづくり推進課　TEL：９４８－７１１０

▲練習の様子。
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平
成
22
年
分
確
定
申
告
期
︵
平
成
23
年
２
月
16

日
～
３
月
15
日
︶
に
お
い
て
、
那
覇
税
務
署
及
び

北
那
覇
税
務
署
の
合
同
署
外
申
告
会
場
を
﹁
浦
添

市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
結
の
街
﹂
に
設
置
し
、

左
記
の
日
程
で
閉
庁
日
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

︿
閉
庁
日
対
応
を
実
施
す
る
日
﹀

　
平
成
23
年
２
月
20
日
︵
日
︶

　
平
成
23
年
２
月
27
日
︵
日
︶

︿
申
告
会
場
﹀

　
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
結
の
街

︿
対
応
業
務
﹀

　
確
定
申
告
書
用
紙
の
配
布
、
申
告
相
談
、
確
定

申
告
書
の
収
受
及
び
納
付
相
談

確
定
申
告
期
に
お
け
る
税
務
署
等
の

閉
庁
日
対
応
の
実
施
に
つ
い
て

沖
縄
国
税
事
務
所

８
６
７–

３
１
０
１

　
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
男
女
と
も
に
子
育

て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
、
平
成
22
年
６
月
30
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
企
業
や
事
業
所
の
規

模
や
業
種
を
問
わ
ず
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
育
児
・
介
護
休
業
、
子
の
看
護
休
暇
、
介
護
休
暇
、

育
児
・
介
護
の
た
め
の
時
間
外
労
働
及
び
深
夜
業

の
制
限
、
所
定
外
労
働
の
免
除
、
所
定
外
労
働
時

間
の
短
縮
措
置︵
短
時
間
勤
務
制
度
︶に
つ
い
て
は
、

就
業
規
則
等
に
制
度
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
沖
縄
労
働
局
雇
用
均
等
室
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。http://okirodo.go.jp

事
業
主
の
皆
様
へ

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

沖
縄
労
働
局

８
６
８–

４
３
８
０

　
地
デ
ジ
機
器
の
購
入
費
用
等
の
一
部
︵
最
大

1
2,
0
0
0
円
︶
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
離
島
︵
久
高
島
︶
に
在
住
で
、
テ
レ

ビ
の
買
替
に
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
世
帯
に
、
3,
0
0
0
円
支
援
し
ま
す
。

︿
支
援
対
象
﹀

　
下
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
世
帯
の
み
と

な
り
ま
す
。

１ 

沖
縄
県
在
住
世
帯

２ 

現
在
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯

３ 

平
成
21
年
12
月
1
日
以
降
に
始
め
て
対
象
機
器

を
購
入
し
た
世
帯

４ 

受
信
機
等
の
購
入
な
ど
が
、
領
収
書
等
に
よ
り

確
認
で
き
る
こ
と

５ 

総
務
省
が
実
施
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
機

器
購
入
等
支
援
事
業
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
世

帯
で
あ
る
こ
と

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

　
地
デ
～
ジ
支
援
し
隊
事
務
局

　
電
話 

９
５
１
-２
７
０
０
︵
平
日
９
時
～
17
時
︶

http://w
w

w
.pref.okinaw

a.jp/chide-ji/

地
デ
ジ
機
器
購
入
支
援
し
ま
す

情
報
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
２
２
９

　
南
城
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

は
、
１
年
に
１
回
対
象
者
本
人
か
ら
の
申
請
に

よ
り
作
成
さ
れ
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

︿
対
象
と
な
る
方
﹀

① 

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
南
城
市
内
に
住
所

を
有
す
る
者

② 

年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者
︵
平
成
３
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
︶

③
10
ア
ー
ル
︵
1,
0
0
0
㎡
、
３
０
０
坪
︶
以

上
の
農
地
に
お
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

④ 

耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者

︿
申
請
方
法
﹀

　
各
字
区
長
・
自
治
会
長
を
通
じ
て
登
載
申
請
書

を
各
世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
各
字
区
長
・
自
治
会
長
へ
平
成

23
年
１
月
４
日
︵
火
︶
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
も
平
成

23
年
１
月
11
日
︵
火
︶
ま
で
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
対
象
者
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
尚 

土
日
祝
祭
日
の
日
に
つ
い
て
は
、
玉
城
庁
舎

の
守
衛
室
に
て
受
付
を
行
い
ま
す
。

南
城
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

南
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
１
８–

０
０
０
８

　
オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金
︵
軽

自
動
車
税
︶
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
又
は
使
用
者
に
対
し
て
１
年
間
の
税
金
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
月
割
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
軽
自
動
車
な
ど
を
、
他
人
へ
譲
っ
た
り
、
廃
車

し
た
り
、
ま
た
住
所
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、

引
き
続
き
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
た
り
、
納
税

通
知
書
が
変
更
前
住
所
に
送
ら
れ
た
り
し
て
、
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
登
録
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
、
左
記
の
場
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。︵
土
・
日
・
祝
休
み
︶

︿
南
城
市
役
所 

税
務
課
﹀
大
里
庁
舎
１
階

 

電
話
：
９
４
８
-７
１
２
４

 

車
種
：
原
動
機
付
自
転
車
︵
小
型
特
殊
自
動
車
︶

1
2
5
c
c
以
下
、
ミ
ニ
カ
ー

︿
軽
自
動
車
協
会
﹀
浦
添
市
港
川
5
0
0
-7

 

電
話
：
８
７
７
-８
２
７
４

 

車
種
：
軽
自
動
車
、
軽
二
輪126cc

～250cc

︿
陸
運
事
務
所
﹀
浦
添
市
港
川
5
1
2
-4

 

電
話
：
０
５
０
-５
５
４
０
-２
０
９
１

 

車
種
：
二
輪
の
小
型
自
動
車
2
5
1
c
c
以
上

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前

に
申
告
先
へ
お
電
話
等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
本
人
確
認
が
必
要

な
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
の

抹
消
や
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に
！

税
務
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
２
４

　
こ
の
た
び
、
南
城
市
の
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
が
変
更
さ
れ
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
開
庁
時
間
内
に
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
農
用
地
区
域
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
調
べ
た
い
地
番
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

︿
閲
覧
時
間
﹀

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　︵
祝
日
・
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
︶

︿
閲
覧
場
所
﹀

　
南
城
市
役
所 
産
業
建
設
部 

産
業
振
興
課

　︵
玉
城
庁
舎
２
階
︶

南
城
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

１
１
９
０

【
民
間
開
発
予
定
地
等
の
不
発
弾
等
探
査
要
望
に
つ
い
て
】

沖
縄
県

最
低
賃
金
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　
県
内
の
不
発
弾
処
理
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
情
報
に
基
づ
く
不
発

弾
探
査
を
実
施
し
、
早
期
処
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
不
発
弾
等
の
埋
没
し
て
い
る
可
能
性
の
高
い
地
域
（
民
間
開
発
予
定
地
）
の
情
報

を
お
寄
せ
下
さ
い
。
下
記
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
地
域
を
優
先
に
、
緊
急
性
、
各
地
域
バ
ラ

ン
ス
等
考
慮
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
探
査
・
発
掘
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

（
但
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
対
応
に
な
る
た
め
、
要
望
を
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※
今
回
の
要
望
調
査
は
、
平
成
23
年
度
で
実
施
す
る
探
査
・
発
掘
箇
所
の
選
定
の
た
め
の
調
査
で
す
。

※
選
定
さ
れ
た
場
合
、
探
査
費
用
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
た
め
個
人
負
担

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

探
査
の
条
件

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
玉
城
庁
舎
）
９
４
８‒

７
１
１
１

①
探
査
予
定
面
積
が
１
０
０
㎡
を
超
え
る
こ
と

②
地
主
及
び
小
作
人
が
不
発
弾
等
探
査
・
発
掘
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

沖縄県最低賃金

発行日：平成22年11月5日
※特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定められています。

642円時間額

死亡届等が未提出の皆様へ
　先般、法務局が住所が分からない(戸籍附票に住所の記載がない)100歳以上の高齢者について調査を行ったとこ
ろ、沖縄県全体で1万700人余の戸籍が存在することが判明し、当市においては575人の住所の分からない100歳
以上の高齢者の戸籍が存在することが明らかになりました。
　このような戸籍が存在している大きな理由は、親族等から提出されるべき死亡届等が未提出となっていることが
考えられます。
　親戚など関係人の戸籍で、まだ死亡の届出等を行っていないものがありましたら、早急に届出をしてください。
　手続は、下記の各事案に応じて届書を作成し、市民課へ提出してください。

１　死亡届
１．死亡診断書や外国の身分登録機関で登録された死亡証明書を所持している場合は、同証明書(外国の官憲が作
成した証明については翻訳文をつけてください。)を添付してください。
２．死亡診断書を所持していない場合は、死亡診断書に替わって、事件本人の遺体を確認した人に死亡現認書(誰
が・いつ・どこで・どのような状態で亡くなったかを記載した書面)や葬儀に参列した方の参列証明書、位牌が
あるときはその写真など死亡を証明する資料を添付してください。

２　国籍喪失届
　日本人が外国へ渡航し、自己の希望で外国の国籍を取得したときは、取得した時点で自動的に日本国籍を喪失し
ますので、親族等で該当者がいましたら、外国国籍取得を証する書面(帰化証明書等)を添付してください。

　詳細や不明な点がありましたら、下記へお問い合わせください。

南城市役所市民課　℡　098-946-8989          那覇地方法務局戸籍課　℡　098-854-7953
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　学生や自営業者などの方で、２０歳になって第一号被保険者となる方は、南城市役所　健康課で
直接、手続きをしてください。
　サラリーマンや公務員の第二号被保険者の方や、その第二号被保険者に扶養される配偶者の第三
号被保険者の方は、勤務先の事業所が加入手続きを行いますので、個別の手続きは必要ありません。

　国民年金の第一号被保険者の平成２２年度の保険料額は、月額１５、１００円です。
　学生であるなど、収入が少ないために国民年金保険料の納付ができない場合は、申請により保険
料の納付が猶予・免除となる制度があります。
　この申請を行わないまま、国民年金保険料が未納となっていると、老後の年金を受けられなかっ
たり、年金額が低くなる恐れがあります。また、「万が一」のときに障害年金が受け取れないなどの
思わぬ事態を招きますのでご注意ください。
　「学生納付特例制度」は、所得がない学生の方のご本人の申請により保険料の納付が猶予される制
度です。
　また、学生以外の一般の自営業者の方などは、経済的な理由等により保険料の納付が困難なときに、
ご本人の申請によって「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」を利用することもできます。
　申請手続きなど詳しくは、南城市役所健康課、または浦添年金事務所にお問い合わせください。

　厚労省年金局は、１０月１３日付の通知で、国民年金の障害基礎年金、厚生年金の障害厚生年
金の認定基準となる「国民年金・厚生年金保険障害認定基準」の一部を改正すると発表した（実
施は１１月１日）。
　今回の改正は、精神、呼吸器疾患及び心疾患の三種類の障害の一部とされている。これにより、
障害基礎年金、障害厚生年金の請求時に必用となる診断書の一部が変更されることとなったが、
当分の間は、従前の診断書の使用も可能とされている。

○沖縄県介護保険広域連合では、６５歳以上の高齢者に対して、日常生活圏域ニーズ調査を実施します。
○これは「どの地域に」「どのような介護・支援を必要としている高齢者が」「どの程度生活しておられ
るのか」を把握し、今後の高齢者福祉の向上を図るための重要な調査であります。
○１２月下旬頃、郵送にて配布いたします。調査票へ記入の上、同封の返信用封筒にてご返送ください。
○皆様のご協力、よろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】沖縄県介護保険広域連合総務課企画財政係
電話番号　０９８－９２１－７８００

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、病気やけがで重い障害が残ったときなどにも
年金を支給し、思いがけない人生の「万が一」もサポートする公的年金制度です。
　国民年金は、国が責任をもって運営していますので、支給される年金の半分の額が国の税
金から負担されるなど、とても有利で安心な制度です。

　日本国内にお住まいの２０歳から６０歳になるまでのすべての方は、国民年金に加入して保険
料を納付する義務があり、年金を受け取る権利があります。

義務と権利

加入の手続き

保険料の猶予・免除

障害認定基準の一部改正

お問い合わせ先　南城市役所　大里庁舎　健康課　年金係　TEL　098-946-8961
　　　　　　　　浦添年金事務所　国民年金課　          　  TEL　098-877-0511

　特別障害者手当・障害児福祉手当は、日常生活に常時特別の介護を必要とする障害者
（児）で支給要件を満たす方に支給されます。手当を受けるには所定の書類を提出する
必要がありますので、申請の際は社会福祉課までお問合せください。

２０歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きを

平成23年　南城市成人式決定!平成23年　南城市成人式決定!

特別障害者手当・障害児福祉手当について

「沖縄県介護保険広域連合からのお願い」
～日常生活圏域ニーズ調査を実施します～

開催日

場 所

受 付 式 典

平成23年1月9日（日）
南城市文化センター・シュガーホールにて
開催します。
12時 13時

＜対象者＞
20 歳以上で極めて重度の障害があり、日常生活に
常時特別の介護を必要とする在宅の方。

＜支給対象となる障害の程度＞
1.下記の障害が2つ以上重複する方
2.１の障害と同程度以上と認められる程度の方

①両眼の視力の和が０．０４以下の方
②両耳の聴力レベルが１００デシベル以上
③両上肢の機能に著しい障害がある方または両上
肢すべての指を欠く方、もしくは両上肢すべて
の指の機能に著しい障害がある方
④両下肢の機能に著しい障害がある方または両下
肢の足関節以上を欠く方
⑤体幹の機能に座っていることができない程度ま
たは立ち上がることができない程度の障害があ
る方
⑥上に掲げているもののほか、身体機能の障害ま
たは長期にわたる安静を必要とする病状が上と
同程度以上と認められる状態であって、日常生
活が極度に制限されている方
⑦精神の障害で、上と同程度以上と認められる程
度の方

＜次に該当する方は支給対象外です＞
①受給資格者またはその配偶者もしくは扶養義務
者の前年の所得が一定金額以上であるとき
②身体障害者更生施設等に入所している方
③病院等に３ヵ月を超えて入院している方

＜手当額＞　月額 26,440円

＜対象者＞
20 歳未満で重度の障害があり、日常生活に常時の
介護を必要とする在宅の方。

＜支給対象となる障害の程度＞
①両眼の視力の和が０．０２以下の方
②両耳の聴力が補聴器を用いても音声を識別でき
ない程度の方
③両上肢の機能に著しい障害がある方
④両上肢すべての指を欠く方
⑤両下肢の機能障害で起立歩行ができない程度の
障害がある方
⑥両大腿を２分の１以上失った方
⑦体幹の機能に座っていることができない程度の
障害がある方
⑧上に掲げるもののほか、身体機能の障害または
長期にわたる安静を必要とする病状が上と同程
度以上と認められる状態であって、日常生活が
極度に制限されている方
⑨精神の障害で、上と同程度以上と認められる程
度の方
⑩身体機能の障害もしくは病状又は精神の障害が
重複し、その状態が上と同程度以上と認められ
る程度の方

＜次に該当する方は支給対象外です＞
①受給資格者またはその配偶者もしくは扶養義務
者の前年の所得が一定金額以上であるとき
②肢体不自由児施設等に入所している方
③障害を支給事由とする年金給付を受けている方

＜手当額＞　月額 １4,380円

特別障害者手当 障害児福祉手当

≪お問い合わせ・申請窓口≫　南城市　社会福祉課　℡０９８－９４６－８９９６
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▼
11
月
７
日
、
西
原
町
字
小
那
覇
に
て
、

小
那
覇
青
年
会
Ｏ
Ｂ
の
『
津
波
博
之
さ
ん

骨
髄
性
急
性
白
血
病
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
』
を

兼
ね
た
小
那
覇
青
年
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
那
覇
青
年
会
に
は
９
月
19
日
に
行

わ
れ
た
、『
第
５
回
　
青
年
芸
能
フ
ェ
ス
タ

in
南
城
』
に
友
情
出
演
し
て
頂
き
、
会
場

を
多
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
エ
イ
サ
ー
祭
り
に
、
南
城
市
玉
城

字
堀
川
の
『
堀
川
青
年
会
』
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
素
晴
ら
し
い
演
舞
を
披
露
し
、
会
場

か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
観
客
か
ら
は
、「
何
を
し
た
ら
仲
間
を
助

▼
10
月
７
日
『
鵠
生
の
叢
』
で
納
涼
祭
が

行
わ
れ
、
佐
敷
青
年
会
『
舞
天
鼓
』
が
出

演
し
ま
し
た
。

　
舞
天
鼓
代
表
外
間
氏
か
ら
は
、「
会
員
一

同
、
普
段
ふ
れ
あ
え
な
い
方
々
と
エ
イ
サ
ー

を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
凄
く
よ
い

経
験
に
な
り
お
互
い
楽
し
む
事
が
出
来
た
」

と
の
感
想
。

　
ま
た
、「
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
て
皆
様
に
楽
し

ん
で
頂
き
た
い
の
で
、
い
つ
で
も
出
演
依

頼
募
集
し
て
ま
す
！
」
と
の
事
で
し
た
。

▼
11
月
12
日
、
南
城
市
内
に
工
場
を
持
つ

泡
盛
メ
ー
カ
ー
・
㈱
多
良
川
か
ら
南
城
市

青
年
連
合
会
に
賛
助
金
を
寄
贈
。

　
南
城
市
内
の
文
化
財
の
図
柄
を
ラ
ベ
ル

に
使
用
し
た
「
多
良
川 

南
城
育
ち
ボ
ト
ル
」

の
売
上
げ
の
一
部
が
賛
助
金
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
企
業
と
地
域
青
年
会
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
こ
の
よ
う
な
形
は
県
内
で
も

珍
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
多
良
川
の
砂
川
英
之
支
社
長
は
「
南
城

市
青
年
連
合
会
の
『
伝
統
文
化
を
通
し
健

康
で
豊
か
な
街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
目

指
す
』
と
い
う
目
的
や
、
青
年
芸
能
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
活
動
に
共
感
し
、
今
年
５
月

に
調
印
式
を
行
っ
た
」
と
賛
助
に
至
っ
た

経
緯
を
説
明
。
青
年
連
合
会
の
安
次
富
学

会
長
は
「
青
年
会
が
資
金
の
工
面
に
追
わ

れ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
に
企
業
が
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
青
年
会

本
来
の
活
動
に
専
念
で
き
る
」と
喜
び
の
声
。

伝
統
文
化
を
通
し

健
康
で
豊
か
な

街
づ
く
り

人
づ
く
り
を
目
指
す

け
ら
れ
る
か
？
」
と
考
え
る
だ
け
で
は
無

く
、
自
分
達
の
誇
れ
る
エ
イ
サ
ー
を
披
露

し
て
、
治
療
費
を
集
め
る
よ
う
と
す
る
青

年
達
は
と
て
も
純
粋
に
感
じ
る
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

平成20年度決算南城市の財務諸表を作成しました。

・国民健康保険事業特別会計

・老人保健特別会計

・水道事業会計

・下水道事業特別会計

・海浜公園事業特別会計

・一般会計

・土地取得特別会計

・汚水処理施設特別会計

関係する一部事務組合など

・板馬養殖センター

・沖縄県町村土地開発公社・島尻消防、清掃組合ほか８団体

地方公社、第3セクターなど

段
階
的
に
整
備

平
成
20
年
度
決
算

　南
城
市
の
財
務
諸
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
新
地
方
公
会
計
制
度
と
は
？

　
平
成
18
年
6
月
に
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
法
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
の
資
産
・
債
務
改
革
の
一
環
と
し

て
、
総
務
事
務
次
官
通
知
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
指

針
」
の
中
で
財
務
諸
表
の
整
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
本

市
の
財
政
状
況
を
市
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
企
業
会

計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動

計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
の
４
表
）
と
し
て
、
総
務
省
改
訂
モ
デ
ル
に
て
平
成
20
年
度
普
通

会
計
財
務
諸
表
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
財
務
諸
表
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
財
政

課
窓
口
に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
公
会
計
制
度
と
の
違
い
は
？

　
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
公
会
計
制
度
（
現
金
主
義
会
計
）
は
、
そ
の
年
に
ど
の
よ
う

な
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
と
い
っ
た
現
金
の
動
き
が
わ
か
り
や
す
い
反

面
、
市
が
整
備
し
て
き
た
資
産
や
借
入
金
な
ど
の
負
債
に
か
か
る
ス
ト
ッ
ク
情
報
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
に
発
生
し
た
コ
ス
ト
情
報
の
不
足
と
い
っ
た
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
整

備
し
た
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
連
結
財
務
諸
表
で
は
、
企
業
会
計
的
な
手
法
（
発
生
主

義
会
計
）
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

南
城
市
の
連
結
対
象
団
体
は
？

　
ま
た
、
市
で
は
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
る
事
業
以
外
に
も
、

特
別
会
計
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
、
水
道
事
業
な
ど
、
市

民
の
皆
様
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
右
図
の
よ
う
に
土
地
開
発
公
社
や
、
一
部
事
務
組
合
等

の
関
係
団
体
と
連
携
協
力
し
て
実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
の
財
政
は
一
般
会
計
の
み
で
成
り

立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
連
結
財
務
書
類
は
、
普
通

会
計
や
特
別
会
計
に
加
え
、
公
営
企
業
会
計
及
び
市
が
一
定
割

合
以
上
を
出
資
し
て
い
る
関
係
団
体
や
法
人
を
ひ
と
つ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
実
施
体
と
み
な
し
て
段
階
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

現金主義会計現金主義会計
これまで

発生主義会計発生主義会計
これから

歳入歳出
決算書

貸借
対照表

行政
コスト
計算書

純資産
変動
計算書

資金
収支
計算書

○現金の収支のみを記帳
土地や建物といった現金以外の資産や借入金
などの負債の情報が蓄積されません。

○資産や負債なども記帳
土地や建物といった現金以外の資産や借入金などの
負債の情報が蓄積し、現金支出を伴わない減価償却
費や引当金などの情報が計上されます。

▲ 左から市青連の大城賢一副会長、安次富学会長、多良川の砂川英之支社長、運天貴也さん▲ 左から市青連の大城賢一副会長、安次富学会長、多良川の砂川英之支社長、運天貴也さん
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地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
243
条
の
３
第
１
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
（
昭

和
27
年
法
律
第
292
号
）
第
40
条
の
２
第
１
項
の
規
定
並
び
南
城
市
財
政
事
情
書
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
18
年
１
月
１
日
条
例
第
44
号
）
に
よ
り
平
成
22
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
22
年
9
月
30
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
財
政
状
況
を
公
表
す
る
。

平
成
22
年
10
月
15
日　

南
城
市
長 

古 

謝 

景 

春

■ 歳　入    

■ 平成２２年度特別会計予算執行状況 

 	 （平成 22 年９月末現在）

 	 （平成２２年９月末現在）

款 予算現額 収入済額 収入率
市 税 2,582,715 1,434,743 55.6 
地 方 譲 与 税 140,080 42,440 30.3 
利 子 割 交 付 金 6,405 2,970 46.4 
配 当 割 交 付 金 1,461 476 32.6 
株式等譲渡所得割交付金 961 0 0.0 
地 方 消 費 税 交 付 金 245,150 145,989 59.6 
ゴルフ場利用税交付金 69,366 30,916 44.6 
自 動 車 取 得 税 交 付 金 30,622 10,202 33.3 
国 有 提 供 施 設 所 在 市
助 成 交 付 金 16,631 0 0.0 

地 方 特 例 交 付 金 63,439 59,622 94.0 
地 方 交 付 税 5,970,000 4,674,129 78.3 
交通安全対策特別交付金 3,825 1,956 51.1 
負 担 金 及 び 分 担 金 218,738 90,095 41.2 
使 用 料 及 び 手 数 料 208,180 106,825 51.3 
国 庫 支 出 金 5,818,955 2,586,308 44.4 
県 支 出 金 2,302,534 358,540 15.6 
財 産 収 入 27,066 25,423 93.9 
寄 附 金 63,759 6,034 9.5 
繰 入 金 46,889 46,879 100.0 
繰 越 金 266,631 730,737 274.1 
諸 収 入 422,259 162,542 38.5 
市 債 3,470,400 0 0.0 
歳 入 合 計 21,976,066 10,516,826 47.9 

会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 5,671,000 2,146,123 37.8

老 人 保 健 特 別 会 計 3,622 1,599 44.1
海浜公園事業特別会計 62,287 51,743 83.1
土地取得事業特別会計 13,093 13,083 99.9

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計 286,100 142,390 49.8

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,557,268 469,549 30.2

会　　計　　名 予算現額 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 5,671,000 2,467,577 43.5

老 人 保 健 特 別 会 計 3,622 5 0.1
海浜公園事業特別会計 62,287 31,658 50.8 
土地取得事業特別会計 13,093 6,546 50.0

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計 286,100 125,095 43.7

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,557,268 368,533 23.7

区　　　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率
収益的収入 949,564 389,975 41.1
収益的支出 937,459 338,411 36.1
資本的収入 61,329 0 0.0
資本的支出 203,013 4,144 2.0

特別会計名 　市債現在高
公共用地先行取得等事業債 19,061
下 水 道 事 業 債 3,684,445

特別会計名 　市債現在高
水 道 事 業 企 業 債 2,556,312

（単位：千円：％）

（単位：千円：％）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円：％）

（単位：千円：％）

市　税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰越金

市　債

その他

予算現額 
収入済額 

2,583

5,970

5,819

2,303

1,435

4,674

2,586

359

267

731

3,470

1,564

0

732

（単位：百万円）

 
南
城
市
財
政
事
情

平
成
22
年
度歳　入

歳　出

公営企業　水道事業会計　

※特別会計　市債現在高
（平成２２年９月末現在）

※公営企業会計　市債現在高
（平成２２年９月末現在）

※南城市の人口・世帯数
（平成２２年９月末現在）

人 口 40,809 人
男 20,569 人
女 20,240 人

世 帯 数 14,259 世帯
面 積 49.76K㎡
人 口 密 度 820 人

※一般会計　市債現在高
（平成２２年９月末現在）

借入先別　 千円
総 務 債 7,873,171
民 生 債 283,656
農 林 水 産 債 1,602,087
土 木 債 2,665,922
教 育 債 3,941,461
災 害 復 旧 債 57,725
合 計 16,424,022

（ 基 金 等 の 内 訳 ）
財 政 調 整 基 金 2,463,817 千円
減 債 基 金 299,920 千円
土 地 開 発 基 金 84 千円
退 職 手 当 特 別 負 担 金
引 当 基 金 200,067 千円

人 材 育 成 基 金 2,905 千円
アブチラガマ管理基金 14,886 千円
市有家畜導入貸付事業基金 3,520 千円
国 民 健 康 保 険 高 額 療
養 費 資 金 貸 付 基 金 13,000 千円

集 落 排 水 事 業 基 金 17,311 千円
火 葬 場 管 理 基 金 5,000 千円
国 民 健 康 保 険 基 金 30 千円
庁 舎 整 備 基 金 654,665 千円
市 優 良 繁 殖 牛 導
入 貸 付 事 業 基 金 11,683 千円

ま ち づ く り 振 興 基 金 401,000 千円
ふるさとユイマール基金 8,023 千円
水 産 業 振 興 基 金 20,006 千円

※一時借入金の状況
（平成２２年９月末現在）

会 　 　 計 　 　 名 現　在　高
一 般 会 計 0 千円
国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 0 千円

老 人 保 健 特 別 会 計 0 千円
水 道 事 業 会 計 0 千円
土地取得事業特別会計 0 千円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 0 千円
海浜公園事業特別会計 0 千円
後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計 0 千円

※市有財産の状況
（平成２２年９月末現在）

土 地 1,455,671  ㎡
建 物 141,396  ㎡
基 金 等 4,115,917 千円
証 券 そ の 他 権 利 356,425 千円
車 輌 128 台

■ 歳　出   	 （平成 22 年９月末現在）

款 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 179,503 78,160 43.5

総 務 費 1,989,500 924,308 46.5

民 生 費 6,403,548 2,965,352 46.3

衛 生 費 917,109 388,624 42.4 

労 働 費 8,782 5,222 59.5

農 林 水 産 業 費 1,480,425 351,222 23.7 

商 工 費 120,608 58,526 48.5

土 木 費 2,340,446 785,872 33.6

消 防 費 521,396 255,214 48.9

教 育 費 5,487,785 2,248,828 41.0

災 害 復 旧 費 22,337 12,057 54.0

公 債 費 1,428,152 656,558 46.0

諸 支 出 金 1,040,920 202,591 19.5

予 備 費 35,555 0 0.0

歳 出 合 計 21,976,066 8,932,534 40.6

（単位：千円：％）

総務費

民生費

衛生費

農水費

土木費

教育費

その他

予算現額 
支出済額 

924

2,965

389

917

351

2,340

1,480

1,990

6,404

5,488

3,357

786

2,249

1,269

（単位：百万円）
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南城
市立
南城
市立 図書館だより図書館だより 知念図書館

佐 敷 分 館
玉 城 分 館
大 里 分 館

☎948-7340
☎947-1100
☎948-7320
☎946-9512

としょかんカレンダー

お知らせ
12月29日（水）～
2011年1月3日
（月）まで、年末年始
のため休館いたし
ます。

第５回南城市新春マラソン大会！！

南城市青年連合会(会長：安次富学)
平成23年1月2日　12時スタート
大会当日の午前10時～11時に南城市役所知念庁舎跡地にて受付
10km・5km・2.5km（おおよその距離です）
100円（保険料として）
13時30分頃～（各コースの上位者・とび賞あり）
知念庁舎跡地・Aコープ知念店裏（予定）
090-5470-0123

視覚障害者マラソン
沖縄大会に関するお知らせ

　「視覚障害者マラソン沖

縄大会」は来年３月２０日

（日）に開催される「なん

ぶトリムマラソン」と統合さ

れて実施します。
　申込書もトリムマラソンと

同じ様式を使用します。

市民の皆様、奮ってご参加ください。

(大会受付は当日の現地でのみです。電話での参加受付は行っておりません)

主　　催
開催日時
受付方法
競技種目
保 険 料
表　　彰
駐 車 場
問 合 せ

※今年の開催日は元旦ではなく、
　2日です。ご注意ください。

来年のカレンダーを準備…の前に、2010年の話題本を読んでみませんか？
メディアで紹介された様々な書籍。この1年を振り返りながら読むのもオススメです。
来年はどんな書籍と出合えるのか…ワクワクします！

おすすめ本 クリスマス・年越し…今年もあと少し！（○ は所蔵館を表しています）

『毎日の家事がグンとラクに
なる本』/佐光　紀子
掃除・洗濯・料理・収納・生活管
理…。著者が実証済の、今よ
り確実に暮らしやすくなる
50のコツを紹介。年末のお
掃除もこれでラクに！？

『まるごとクリスマス』
/つかべ　美奈子
リースやキャンドル、壁かけ
ツリーオーナメントなど身近
にあるものでこんなに楽し
いクリスマスの準備ができ
ますよ！

『辰巳渚の「捨てる！」生活』
/辰巳　渚
「捨てる」作業なら2日で充
分！物に対する考え方をちょ
っと変えただけで、きれいに
片付いた部屋で暮らすこと
ができるのです。

『みんなでたのしいクリスマス』
/クレア・フリードマン
ねずみのチビちゃんは、初め
てのクリスマス。「クリスマス
って、何だろう？」家族や友達
とクリスマスを一緒に過す
喜びを伝えます。

『特売肉×冷蔵庫にある野菜
使いきりおかず257』
/サンキュ特別編集
定番野菜のアレンジレシピ
を紹介。おいしくて家計にも
やさしいいいことづくめの本
。スッキリした冷蔵庫で新年
を迎える準備をしましょう！

『クリスマスにはおくりもの』
/五味　太郎
クリスマスイブの夜。サンタ
クロースが女の子の家へ行
くと…。女の子のやさしさに
心あたたまる絵本。

『ぐりとぐらのおおそうじ』
/なかがわ　りえこ
一年間の最後の大そうじを
楽しくやるには…。ぐりとぐ
らは素敵な思いつきで家中
をぴっかぴかに！さて、一体
何を思いついたのかな？

『手づくりクリスマスBOOK』
/パッチワーク通信社
大事な誰かのために、自分
のために、何か手作りをして
みませんか？ドライフラワー
の作り方やテーブルセッティ
ングのアイデアも！

大

大 佐

佐

大 玉

全

知

佐玉

2010年

話題本

身近になった経済本身近になった経済本 宇宙の旅宇宙の旅

深く考え抜く深く考え抜く
ベストセラー作家・新進気鋭作家ベストセラー作家・新進気鋭作家

人気原作本人気原作本

迷ったときの一冊迷ったときの一冊

ヘルシー！おいしー！ビューティー！！ヘルシー！おいしー！ビューティー！！

『もし高校野球の女子マネージャーがドラッガー
の「マネジメント」を読んだら』/<大>
『池上彰の知らないと恥をかく世界の大問題37』/<佐>

『はやぶさと宇宙の果てを探る！』/<佐>
『小惑星探査機はやぶさの大冒険』<玉･知>

『1Q84 BOOK3』/<全館>
『天地明察』/<知・大>

『バンド1本でやせる！巻くだけダイエット』/<大>
『かわいいタジン鍋野菜たっぷりヘルシーレシピ78』/<玉>
『体脂肪計タニタの社員食堂500kcalのまんぷく定食』<知>

『島田秀平の幸せになれる
開運！手相占い』/<玉>

『龍馬伝』/<知・大>
『ゲゲゲの女房』<大>
『告白』/<全館>

『怪談レストラン』/<全館>
『床下の小人たち』/<知・大>
『やぎの冒険』/<全館>

これからの「正義」の話をしよう/<知・大>

12月　南城市の予定行事カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

法律相談……………………９４８−７１１１
健診・検診………………… ９４６−８９６１
予防接種・母子保健事業…　９４６−８９８７
シュガーホール……………　９４７−１１００
消  消費生活相談………………９４６−８９８１（毎週火曜 大里庁舎2階 10時〜12時・12時〜16時）
こ  こころとからだの健康相談…８８０−０５７６（毎週火曜・金曜 地域活動支援センター 13時〜17時）

4
乳児一般健診（大
里総合保健福祉センタ
／13:30 ～ 15:00）

5 6 7 8
ＢＣＧ（生後３ヶ
月〜６ヶ月未満）
（沖縄県総合保健協会／
15:30 ～ 16:00）
特設人権相談（知
念社会福祉センタ・大
里庁舎 2 階 ／ 10:00
〜 16 :00 ／ 946 -
8981）

9
１歳半健診（大里
総合保健福祉センタ／
13:30 ～ 15:00）
無料法律相談（大
里庁舎 1階・相談室／
14:00 〜 17:00）

10　 11

12
「 新・ 黄 金 の 瓜
ざね」上演（久高
島宿泊交流館／開演
14:00）
健康づくりウォー
キング大会（シュ
ガーホール／ 8:30 〜
／ 946-8961）

13
シモン・ボリバル・ブ
ラス・クインテット
（シュガーホール/開演
19:00)

14 15 16
なんじょう♥市民
大学「地域におけ
る企業の役割」（玉
城中央公民館／19:30
〜／948-7110）

17
ぬちぐすい栄養教
室「①繊維と糖質 
②風邪や胃腸の
弱った時の食事」
（玉城中央公民館／
10:00～11:00／946-
8961）

18

19
なんじょう輝き
フ ェ ス タ（大里農
村環境改善センタ／
13:30 〜 16:30 ／
946-8981）

20 21 22 23
天皇誕生日

24 25
クリスマス

26 27 28
官公庁仕事納め

29 30 31 1/1
元日

1/2
新春マラソン大会

1/3 1/4
官公庁仕事始め
南城市年始会（ユ
インチホテル南
城 /16:00 〜）

1/5 1/6 1/7 1/8
乳児一般健診（大
里総合保健福祉センタ
／13:30 ～ 15:00）

消

消

消

消

消

こ

こ

こ

こ

こ

こ

こ

こ

こ
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12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

23（木）天皇誕生日
29（水）〜 31（金）年末休館

2011年1月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
1( 土 ) 〜 3( 月 ) 年始休館
10( 月 ) 成人の日
11( 火 ) 振替休館

おやすみ・開館じかん
定期休館日 館内整理日

知念・玉城図書館
毎週

月曜日
毎月

第３木曜日

佐敷・大里図書館
毎週

火曜日
毎月

第４木曜日

平　日：午前 9 時〜午後 6 時
土・日：午前 9 時〜午後 5 時

※12時〜13時は休憩時間のため閉館いたします。




